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　令和２年度新潟県看護協会通常総会に向けて
　　　　　

公益社団法人新潟県看護協会　会長　斎　藤　有　子　

　会員の皆さまには、日頃から協会活動にご支援、ご協力を賜り、深く感謝申し上げます。
　地域の医療ニーズや、今後さらに少子超高齢多死社会が進む中で、看護職に期待される役割は益々大きくなっています。
　また、今般は、新型コロナウイルス感染症の予断の許さない状況が続いており、県民、医療関係者等が一体となって
拡大防止に努めております。医療従事者は、自身が感染する、または感染の媒介者になるかもしれない不安や恐怖を感
じながら職務にあたっていますが、中でも看護職は24時間、365日患者に関わっており、感染に対するリスクは甚大です。
このような状況の中で、命を守り、感染拡大を防止するため、保健医療福祉の最前線でご尽力されている看護職の皆様
に深く感謝いたします。
　さて、令和２年度の通常総会は新型コロナウイルス感染症の現状に鑑み、感染防止の観点から、できる限り出席者を
しぼって開催せざるを得ないとの判断にいたりました。本来であれば、多くの会員の出席をお願いするところでありま
すが、ご理解いただきますようよろしくお願いいたします。
　令和２年度の通常総会のプログラムは下段のとおりですが、議決事項の一つに会費の改定（案）を挙げています。
　超高齢・多死社会への対応や、このたびの新型コロナウイルス感染症のような新たな感染症に看護職が対応していく
ためには、看護協会として看護職を守り、看護の理解を広めていく活動を含め、さらなる充実、活発化していくことが
必要と痛感しております。そのためにも、公益社団法人新潟県看護協会の会費を6,000円から7,500円とし、会費改定の
実施時期を令和３年度分からとすることを提案いたします。
　今後も、会員のご意見を反映し、会員や社会に対する一層の貢献ができるよう、看護協会の活動の充実、活発化に努
めて参ります。

日　時　令和2年6月17日（水）
会　場　新潟グランドホテル　悠久の間

9：00　開　場
9：25　オリエンテーション
9：30　開　会

　　　　物故会員への黙祷
　　　　会長あいさつ
　　　　議長団選出
　　　　議事録署名人の選出
9：45　議　事

　　　　１　報告事項
　　　　　　１）令和元年度総会議事録朗読
　　　　　　２）令和元年度理事会報告
　　　　　　３）令和元年度支部長会議報告
　　　　　　４）令和元年度委員会報告　　　

　　　　　　　　（１）職能別委員会
　　　　　　　　（２）常任委員会
　　　　　　５）令和2年度重点目標、事業計画
　　　　　　６）令和2年度収支予算
　　　　２　議決事項
　　　　　　第一号議案　　令和元年度事業報告（案）
　　　　　　第二号議案　　 令和元年度決算報告（案）

および監査報告
　　　　　　第三号議案　　 令和2年度役員等の改選（案）
　　　　　　第四号議案　　 令和3年度公益社団法人日

本看護協会通常総会代議員
及び予備代議員候補者（案）

　　　　　　第五号議案　　 新潟県看護協会会費の改定
（定款細則改正）案

　　　　退任役員へお礼
　　　　退任役員あいさつ　　　　　
10：30　閉　会

令和2年度公益社団法人新潟県看護協会通常総会プログラム

　今年度の通常総会は、新型コロナウイルス感染症対応のため、規模を縮小し、プログラムも簡素化して実施します。
参加人数を極力減らすため、各施設１名又は会長に議決権を委任するようご協力をお願いします。なお、午後からの職
能集会は中止となりました。
　また、総会に出席しなくても、議決権行使書によりあらかじめ議決権を行使することも可能とします。詳しくは協会
ホームページをご覧ください。
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　2025年を見据えた社会保障制度改革が進み、病床の機能分化、地域包括ケアシステムの構築が進んでいる。このよう
な社会情勢を踏まえ、高齢者のみならず、子どもや子育て世代も含めた全ての世代にとって、より安心して生活できる
仕組みにしていく必要がある。
　このような社会情勢を踏まえ新潟県看護協会は、県民誰もが可能な限り住み慣れた地域で自分らしい生活が送れるよ
う、本会の使命である「看護の質向上」「働き続けられる環境づくり」「看護領域の開発・展開」を基に、看護職として
の役割を積極的に担う立場から、令和2年度の重点目標として、以下の4点を挙げ事業を展開する。

　 1．地域包括ケアにおける看護提供体制の推進　　　　　 2．看護職が働き続けられる勤務環境づくりの推進
　 3．看護職の役割の推進と質の高い看護人材の育成　　　 4．看護施策を推進するための組織基盤の強化

≪説明要旨≫
1．「地域包括ケアにおける看護提供体制の推進」については、訪問看護に従事する人材確保及び訪問看護利用促進に

向けた事業、訪問看護ステーション運営への支援事業に新規に取り組む。また、看護実践能力の向上と人材育成、
在宅療養を支える訪問看護体制の強化に引き続き取り組むとともに、地域のニーズに対応した地域包括ケアシステ
ムの推進に向け、多職種との連携を一層強化する。さらに、多岐にわたる訪問看護の課題に総合的一体的に対応で
きる体制を整備するため、訪問看護総合支援センター（仮称）設置に向けた検討を進める。

2．「看護職が働き続けられる勤務環境づくりの推進」については、平成30年度から新潟県医療勤務環境改善支援セン
ターとの連携を図りながら進めており、看護職が健康で安心して働き続けられる環境整備の推進に看護協会の経験
を活かし、積極的に関わる。また、ナースセンター機能を強化し、看護職の確保・定着の総合拠点としての役割を
果すために上越相談窓口を支所に、及び南魚沼の相談窓口を移転した。令和元年には、10月に長岡支所を開設した。
相談体制の拡充を検討し、安定的な看護職員確保につなげる。

3．「看護職の役割の推進と質の高い看護人材の育成」については、質を高める看護教育や専門能力を支援する教育体
制の充実に向けた継続教育、クリニカルラダーと連動した継続教育に取り組むとともに、資格認定教育をすすめる。

4．「組織基盤の強化」については、支部活動推進のため支部の構成単位の見直し及び協会活動周知、課題把握のため
支部研修、役員会等への参加を検討する。また、会員拡大や協会の使命を果たすために役員体制の見直しの検討及
び病院等の看護管理者や関係他団体との連携を強化する。

令和2年度　公益社団法人新潟県看護協会
重点目標・事業計画

令和2年度事業計画
事業計画
　令和2年度重点目標を達成させるため、日本看護協会と連携し以下の事業を行う。
●　事業計画は、定款第3条の8つの事業に沿って掲載
1．教育等看護の質の向上に関する事業　　　　　　　 5．在宅看護事業
2．保健、助産及び看護に関する啓発事業　　　　　　 6．新潟県看護研修センター（以下「会館」という）の管理
3．看護業務の開発、看護制度の改善等に関する事業　　　及び運営に関する事業
4．看護職の労働環境等の改善と県民の健康及び福祉　 7．奨学金貸付事業

　　の増進に関する事業　　　　　　　　　　　　　　 8．その他目的達成に必要な事業
◎1～8事業の枠内の太字は重点事業、 新○は新規事業、※は県からの受託事業

１　教育等看護の質の向上に関する事業（公益目的事業）
事　業　内　容

教育研修事業〔重点3〕
　　　　　　・詳細は令和2年度教育研修計画冊子参照
1－1）　�生活と保健・医療・福祉をつなぐ質の高い看護の普及

に向けた継続教育
（１）　政策提言に向けた研修
（２）　診療報酬に関連した研修
1－2）　�クリニカルラダーと連動した継続教育
（１）　看護師のクリニカルラダーと連動した継続教育
　　①ニーズをとらえる力　④意思決定を支える力
　　②ケアする力　　　　　⑤組織的役割遂行能力
　　③協働する力　　　　　⑥自己教育力・研究能力

（２）　助産師実践能力習熟段階（CLoCMiP）研修
1－3）　��看護管理者が地域包括ケアシステムを推進するための

力量形成に向けた継続教育
（１）　看護管理者を対象とした研修
（２）　これからの管理を担うものを対象とした研修

1－4）　��専門能力開発を支援する教育体制の充実に向けた継続教育
（１）　施設内教育におけるJNAラダー活用のための研修
（２）　県看護協会教育委員等を対象の研修
1－5）　資格認定教育
（１）　認定看護管理者教育課程認定看護管理者
　　①認定看護管理者教育課程ファーストレベル
　　②認定看護管理者教育課程セカンドレベル
　　③セカンドレベルフォローアップ研修

（２）　臨地実習指導者養成講習※
（３）　認定看護師講習フォローアップ研修
（４）　看護教員養成修了者フォローアップ研修
1－6）　��新潟県看護協会看護学会事業
1－7）　��出前研修事業
1－8）　  災害看護支援事業
　災害支援ナース養成研修（基礎・実践・登録更新）
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２　保健、助産及び看護に関する啓発事業（公益目的事業）
事　業　内　容

2－1）　各職能事業
（１）　保健師職能委員会活動
（２）　助産師職能委員会活動
（３）　看護師職能Ⅰ委員会活動
（４）　看護師職能Ⅱ委員会活動
（５）　職能委員会活動に関連する会議・集会
　　・職能別集会・職能別情報交換会
　　・職能別支部代表者会議

2－2）　病院看護部長情報交換会〔重点４〕
2－3）　看護の日事業
（１）　 看護功労者の表彰（新潟県知事表彰、新潟県看護協会

長表彰）
（２）　市民公開フォーラム
2－4）　高校生の一日看護師体験事業・体験発表
2－5）　新潟県看護協会だよりの発行等による広報活動
2－6）　思春期・エイズ電話相談事業※

３　看護業務の開発、看護制度の改善に関する事業（公益目的事業）
事　業　内　容

3－1）　看護業務に関する調査
3－2）　研究支援事業

3－3）　准看護師に係わる検討会〔重点４〕
3－4）　図書文献の整理、提供

４　看護職の労働環境等の改善と県民の健康及び福祉増進に関する事業（公益目的事業）
事　業　内　容

4－1）　看護職の労働環境改善推進事業〔重点２〕
（１）　WLB推進情報交換会
4－2）　就労環境等改善に関する事業〔重点２〕
（１）　新潟県医療勤務環境改善支援センターとの協働
4－3）　ナースセンター事業〔重点２〕※
（１）　ナースバンク事業
　　①看護職員無料職業紹介

　　②移動相談（ガイダンス等）
　　③看護職需要施設実態調査
　　④未就業看護職員実態調査

（２）　看護職員再就職支援強化事業（セミナー、相談）
（３）　看護師等の届出支援登録者への支援
（４）　看護職への進路相談・支援
（５）　相談窓口の運営と拡充

５　在宅看護事業（公益目的事業）
事　業　内　容

5－1）　訪問看護推進〔重点１〕
（１）　訪問看護推進事業※

新○①訪問看護就業支援プログラム（インターンシップ）
　 ②訪問看護従事者（実践編・管理編）研修会
　 ③在宅看護研修会
　 ④訪問看護推進協議会
　 ⑤訪問看護実態調査
　 ⑥訪問看護相談支援

（２）　精神科訪問看護研修
5－2）　協会立訪問看護ステーション運営事業
（１）　訪問看護ステーションにいがた
　　①訪問看護事業所の運営
　　②居宅介護支援事業所の運営

（２）　訪問看護ステーションさんわ

　　①訪問看護事業所の運営
（３）　訪問看護ステーションみつけ
　　①訪問看護事業所の運営
　　②居宅介護支援事業所の運営

（４）　訪問看護ステーションつくし
　　①訪問看護事業所の運営
5－3）　人材育成支援
（１）　訪問看護教育プログラムの実施

 訪問看護ステーションにいがたに教育ステーション機
能の位置づけ

（２）　訪問看護実習の受入
5－4）　訪問看護教育体制整備事業※〔重点１〕
　新任訪問看護師育成支援、訪問看護コンサルテーション

６　新潟県看護研修センターの管理及び運営に関する事業（収益事業）
事　業　内　容

6－1）　会館貸付事業

７　奨学金貸付事業（収益事業）
事　業　内　容

7－1）　奨学資金貸与事業

８　その他目的達成に必要な事業
事　業　内　容

（共益事業）
8－1）　会員福利厚生事業
（１）　会員に対する弔慰金、見舞金の贈与
（２）　看護功労者表彰その他表彰者の推薦

（法人会計）
8－2）　組織運営
（１）　通常総会の運営
（２）　理事会、支部長会議の運営
（３）　業務執行会議の運営
（４）　合同常任委員会の運営
（５）　日本看護協会との連携強化
（６）　会計監査、予算編成会議、支部予算運用への支援
（７）　新潟県看護歴史編纂委員会

8－3）　支部活動〔重点４〕
（１）　支部集会の運営
（２）　役員会の運営
（３）　研修会等の運営
（４）　地域包括ケアシステム構築に向けての活動
（５）　本会との連携
8－4）　広報活動
（１）　協会だより発行による会員及び看護職への情報提供
（２）　公式ホームページの運用
8－5）　募金活動等への協力
8－6）　会館維持管理
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資金調達及び設備投資の見込みについて

（１）資金調達の見込みについて

借入れの予定 あ　り ○ な　し
事業区分 借入先 金額 使途

（２）　設備投資の見込みについて

設備投資の予定 ○ あ　り  な　し

事業区分 設備投資の内容 支出又は収入の
予定額

資金調達方法
又は取得資金の使途

法人 高圧受電設備の補修工事 187,000 自己資金

令和2年度　当初予算対比表
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第一号議案

《事業報告》
１　教育等看護の質の向上に関する事業（公益目的事業）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※県からの受託事業

事　業　項　目 実　施　内　容

教育研修事業 令和元年度教育研修
　総研修数　　84　　総受講者　4,614人
　一般研修数　70　　受講者数　3,366人
委託研修
・看護教員養成講習会（H28より3年毎）※
　　研修期間：4/15～3/23（870時間）　修了者：25人
・看護職のための自殺予防　　　　56人
・認知症対応力向上研修（3日間）　99人
・新人看護職員研修における教育担当者研修（1日間）　29人
出前研修
　　実施施設：6施設　　受講者：196人

令和元年度新潟県看護協会事業報告（案）

重点事業：

１－１　在宅・施設等の看護実践能力の向上と人材育成

１－２　地域のニーズに対応した地域包括ケアシステムの推進と多職種連携の推進

２－１　勤務環境改善に向けた取り組み

２－２　ナースセンター機能の強化

２－３　看護の日普及活動・県民の健康及び福祉増進

３－１　「生活」と保健・医療・福祉をつなぐ質の高い看護の普及に向けた継続教育

３－２　ラダーと連動した継続教育

３－３　看護管理者が地域包括ケアシステムを推進するための力量形成に向けた継続教育

３－４　専門能力開発を支援する教育体制の充実に向けた継続教育

３－５　資格認定教育

４－１　新会員管理体制の円滑な運用・活用及び会員拡大

４－２　支部活動の円滑な運営及び看護管理者との連携強化

重点目標：

　１　地域包括ケアにおける看護提供体制の推進

　２　看護職が働き続けられる勤務環境づくりの推進

　３　看護職の役割の推進と質の高い看護人材の育成

　４　経営基盤及び組織の強化

令和元年度　新潟県看護協会重点目標・重点事業
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事　業　項　目 実　施　内　容

各職能事業
・職能別集会

・職能別情報交換会、研修等

・職能別支部代表者会議

・保健師職能、助産師職能、看護師職能Ⅰ、看護師職能Ⅱ集会
　　開催日：6/12　　13:30～16:00
　　開催場所：新潟グランドホテル
　　参加者数：保健師職能 33人、助産師職能 47人、
　　　　　　　看護師Ⅰ・Ⅱ職能 285人

・各職能情報交換会、研修等　開催日　参加者
　　保健師職能：9/8　　36人　　11/16　35人 
　　助産師職能：7/6　　55人　　　9/7　30人
　　看護師職能Ⅰ：11/30　50人　
　　看護師職能Ⅱ：8/10 　 15人　　11/2 　19人

・職能別支部代表者会議
　　開催日：8/22
　　出席者数：保健師職能18人、助産師職能19人、
　　　　　　　看護師職能Ⅰ17人
　　　　　　　看護師職能Ⅱ14人　計68人

２．保健、助産及び看護に関する啓発事業（公益目的事業）

事　業　項　目 実　施　内　容

災害看護支援事業

新潟県看護協会看護学会
　　開催日：11/29
　　開催場所：朱鷺メッセ
　　参加者数：738人（一般398人、学生340人）
　　演 題 数：32題（口演：16  / 示説：16）
認定看護管理者教育課程
・ファーストレベル
　　研修期間：7/22～9/27（分散方式）修了者：79人
・セカンドレベル
　　研修期間：5/21～7/17（集中方式）修了者：26人
　　　　　 
・11支部　合計 33研修（看護職員実務研修は除く）
　　総受講者数　2,131人

・災害支援ナース養成研修（基礎編）（インターネット配信研修）
　　開催日：7/30、31　　　参加者：36人
・災害支援ナース養成研修（実践編）
　　開催日：9/3、4　　　　参加者：24人
・災害看護支援ナース強化研修（登録更新編）
　　開催日：11/18、19　　 参加者：19人
・令和元年度災害支援ナース登録者数
　　新規登録：24人
　　登録更新：19人
　　登録者数：199人（令和2年3月末現在）
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事　業　項　目 実　施　内　容

看護の日事業

高校生の一日看護師体験事業

新潟県看護協会だよりの発行

思春期・エイズ電話相談事業※

・式典
　　開催日：5/11
　　開催場所：新潟グランドホテル
　　出席者数：177人
　　受賞者：新潟県知事表彰　3人
　　　　　　新潟県看護協会長表彰　183人
・高校生一日看護体験発表会　4人
・市民公開フォーラム
　　参加者： 192人（一般市民15人）
・相談事業　相談1人

高校生の一日看護師体験事業
　　実施期間：7/29～8/23
　　実施施設数：114施設　参加高校89校
　　参加生徒数：1,097人（内男子82人）

協会だより4回（5月、8月、11月、2月）発行

・思春期・エイズ電話相談
　　相　談　日：毎週土曜日　　午後2時～午後5時
　　相談日以外：（平日・夜間）はテレフォンダイヤルで対応
　　相　談　員：第1～第4土曜日 3人・第5土曜日 2人
　　相 談 件 数：790件

1.　思春期電話相談件数（月別）

相談件数
相談件数（内訳）

相談日数
男 女 不明

 4 月 54 53 1 21 4

 5 月 47 47 0 6 3

 6 月 44 44 0 21 4

 7 月 60 57 3 14 4

 8 月 63 63 0 11 4

 9 月 52 52 0 21 4

1 0 月 53 53 0 12 4

1 1 月 41 41 0 12 3

1 2 月 34 34 0 5 3

 1 月 32 32 0 5 3

 2 月 50 48 2 6 4

 3 月 60 57 3 24 4

合 計 590 581 9 158 44
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３．看護業務の開発、看護制度の改善に関する事業（公益目的事業）

事　業　項　目 実　施　内　容

看護業務に関する調査・研究支援事業
図書文献の整理、提供

・准看護師に係る検討会　開催日：12/13
　意見交換　新潟県看護協会准看護師に係る活動等
・看護制度に関しては日本看護協会と連携
・文献検索システム（医中誌）の維持
・図書室の整備、図書の購入

事　業　項　目 実　施　内　容

2.　思春期電話相談集計（相談内容別）

3.　エイズ電話相談集計（相談内容別）

4.　相談内容の件数と割合

看護政策推進のための組織強化事業
（日本看護協会からの委託事業）

募金活動等への協力

新人看護職員交流会
　佐渡支部 　 9/30　19人
　上越支部　 10/28　16人

・新潟県藤楓協会へ寄附　新発田支部（当番支部）
・ドナルド・マクドナルド・ハウスにいがたへの募金活動

相談内容 件数（％）
検査及び一般知識 20 （　  2.5%　）
輸血 0 （　  0.0%　）
性的接触 77 （　  9.8%　）
その他（思春期・性の悩み等） 693 （　 87.7%　）

合　　　計 790 （　100.0%　）

相談内容 男 女 合　計
検査 20 0 20
性的接触 77 0 77
一般知識 69 0 69
血液 8 0 8
その他 24 0 24

合　　　計 198 0 198
無　音 85

     相談内容 男 女 合　計
性器に関すること 154 2 156
自慰 181 1 182
月経に関すること 0 0 0
性感染症 3 0 3
妊娠・中絶・避妊 1 1 2
性欲・性的接触 70 0 70
その他の性知識 23 0 23
心の問題 42 1 43
その他 107 6 113

合　　　計 581 11 592
無　音 158
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４．看護職の労働環境等の改善と県民の健康及び福祉増進に関する事業（公益目的事業）

事　業　項　目 実　施　内　容

看護職のWLB推進事業

・医療勤務環境改善支援センターとの協働
　

ナースセンター事業※
　ナースバンク事業

・日本看護管理学会学術集会
　　開催日：8/23　　学会口演発表
・新潟県看護学会
　　開催日：11/29　 学会口演発表
・WLB推進交流会　クリニカルラダーと連動した賃金体制
　　開催日：11/8　　参加者25人
・インデックス実態調査2施設　7/17～31　1,053人
・医療職のWLB推進事業第1回ワークショップ開催
　　研修：開催日9/13　参加者24人
　　参加施設：2施設（2年目2施設）
・医療職のWLB推進事業第2回ワークショップ開催
　　研修：開催日2/7　 参加者28人
　　参加施設：2施設（2年目2施設）
・アウトリーチ訪問：開催日4/25　魚沼基幹病院　　参加者23人
　　　　　　　　　　　　　8/5・11/12桑名病院　　参加者20人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者19人
・看護職員無料職業紹介事業
　　ナースセンター新規登録件数
　　求職者数：854人　　求人件数：457件　　求人者数：774人

・本所、各支所、相談窓口実績

　※令和元年10月1日開設

・看護師等人材確保法に基づく看護師等免許保持者の届出
　　登録者数：2,188人
・看護職員需要施設調査
　　調査数：1,872件　 　回答数：566件　　（回答率：30.2％）
　　求人有： 220施設　　求人無：346施設 　　求人数：800人
・未就業看護職員実態調査
　　調査数：1,067人　　 回答数：236人　　（回答率：22.1％）

施設名／開設日時（祝日除く） 求職相談件数 求人相談件数 就職者数
本所
　　月～金　 9:30～16:00 3,577 2,198 167

長岡支所※
　　火・木　10:00～15:00

451 347 31南魚沼相談窓口
　　　水　　10:00～15:00

柏崎相談窓口
　　火・木　10:00～15:00

上越支所
　　火・木　10:00～15:00 845 566 89

合　　　計 4,873 3,111 287
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事　業　項　目 実　施　内　容

・再就職移動相談事業
　　U・Iターン就職個別相談会（ネスパス）　4回　 相談者数： 4 人
　　他団体等主催のイベントでの就業相談   10回　 相談者数： 31人
・新潟県ナースセンター事業運営協議会
　　上半期書面報告：10/1　　1回
　　開催日　　　　：2/10　　1回
・ナースセンターだより発行
　　第54号発行　　　令和2年2月　3,500部発行
・求職登録者への求人情報の作成と送付
　　4月のみ送付、以降はホームページに求人情報掲載し中止した

看護師再就職支援強化事業 ・看護職員再就職支援セミナー

その他

・求人施設研修会
　　開催日：11/15　　参加施設70人
・再就職支援相談会
　　ハローワーク　　　13箇所　　　72回　　相談者数：        205人
　　ハローワーク看護職応援セミナー　開催日：2/17　参加者　19人

・村上管内看護部長連絡会　　　　　　　　　 6/27
・柏崎刈羽地域看護職員代表者会議　　　　　 7/12
・新潟県介護労働懇談会　　　　　　　　　　 7/16
・十日町地域看護を支える人づくり検討会　　 7/25
・南魚沼介護サービス事業者連絡会議　　　　 9/19
・自民党新潟県看護対策議員連盟連絡会議　　12/13
・上越地区看護部長会議　　　　　　　　　　 2/7
・上越市こども仕事塾（県立上越テクノスクール）8/23　来場者160人
・十日町の産業発見塾（中学2年生対象）　　　　 10/4　 来場者420人　
・津南町健康まつり　　　　　　　　　　　　　 11/3　 来場者70人
・広報
　新聞広告掲載、TV出演
・看護政策推進のための組織強化
　専門学校等訪問　　　　　8校　 延べ232人
　（看護専門学校6校、高等学校看護専攻科１校、准看護学院１校）

開　催　日 受講者 協力施設

基 礎 コ ー ス
ｅ-ラ ー ニ ン グ 6月～11月 67人

基礎1日コース＆
ナースふれあい
カ フ ェ

6/5、7/18
※9/25、※9/27

　12/23
※プラチナナース対象

41人

体 験 コ ー ス 7/12、8/7、10/21、10/31 8人 4施設

施設見学ツアー 5/22、6/27、10/21、10/23 23人 12施設
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事　業　項　目 実　施　内　容

協会立訪問看護ステーション
・訪問看護事業

・居宅介護支援事業

・関連施設機関との連携

４事業所
・訪問看護ステーション４ヶ所の運営

・居宅介護支援状況

（１）会議出席等（回数）

（２）講師依頼に対応等（回数）

５．在宅看護事業（公益目的事業）

　 項目/施設 にいがた みつけ さんわ つくし 合 計 月平均

医療
利用者数※ 344 250 108 240 942 78.5

訪問延回数 2,224 1,796 628 1,496 6,144 512

介護
利用者数※ 826 670 627 905 3,028 252.3

訪問延回数 3,830 3,102 3,218 3,902 14,052 1171

介護予防
利用者数※ 308 131 72 89 600 50

訪問延回数 882 538 362 366 2,148 179

合計
利用者数※ 1,478 1,051 807 1,234 4,569 380.8

訪問延回数 6,936 5,436 4,208 5,764 22,344 1862

6職員数
常  勤 6 4 5 6 21     

非常勤 5 6 4 2.5 17.5     

※職員数：令和元年4月1日現在　※利用者数：毎月の実数を12ヶ月合計した数

にいがた みつけ さんわ つくし 合計
介護※ 252 68 320

介護予防※ 45 0 45

合計 252 68 320

認定調査件数 21 0 21

※利用者数は、毎月の実数を12ヶ月合計した数

にいがた みつけ さんわ つくし 合計
在宅ケア/多職種連携関係 45 14 6 37 102

看護協会関係 20 27 17 27 91

看護学校関係 3 2 0 1 6

訪問看護ステーション関係 12 13 2 30 57

その他 5 5 5 2 17

合計 85 61 30 97 273

にいがた みつけ さんわ つくし 合計
看護協会研修 2 0 0 1 3

介護職員研修 2 0 0 2 4

多職種連携研修 4 0 0 1 5

看護学校講義等 1 0 0 6 7

その他 3 3 0 4 10

合計 12 3 0 14 29
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事　業　項　目 実　施　内　容

（３）訪問看護実習受入状況

訪問看護推進
・訪問看護推進事業※
・訪問看護教育体制整備事業
　（訪問看護師育成サポート研修）
訪問看護推進協議会

訪問看護研修

訪問看護実態調査

訪問看護電話支援
・訪問看護教育プログラム体験研修

・研修実施事業所数　　7か所
・新任者：12人
・教育担当者及び管理者に対する支援回数：62回
　　（現地支援　18回、その他　電話・メール等　44回）
・訪問看護推進協議会の開催
　　開催日：第1回9/17、第2回中止（書面会議）
・訪問看護従事者研修会（実践編）
　　開催日：4/27～9/14の内12日間（60時間）
　　受講者：　修了者37人　　受講延人288人　
・訪問看護従事者研修会（管理編）
　　開催日：8/17～12/1の内6日間（30時間）
　　受講者：　修了者18人　　受講延人159人
　　　　　　　　　　　　　　（オプションセミナーを含む）
・在宅看護研修会
　　開催日：10/19～12/14の内6日間（20時間）
　　（内2日間訪問看護ステーション実習）
　　受講者：修了者16人　　受講延人34人　
・訪問看護実態調査
　　調査日：11/1～11/14
　　調査対象施設：282施設
　　（訪問看護ステーション151施設、病院128施設、診療所3施設）
・訪問看護電話相談　　相談件数　141　件
訪問看護教育プログラム体験コース実施
　　　　　　　　　　　（会場：訪問看護ステーションにいがた）
　Ａコース（訪問看護お試し1日体験編）受講者　　0人
　Ｂコース（訪問看護入門2日間編）　　 受講者　　3人
　Ｃコース（訪問看護実践2日間編）　　 受講者　　0人

にいがた みつけ さんわ つくし 合計

人

数

日

数

人

数

日

数

人

数

日

数

人

数

日

数

人

数

日

数

看護系大学 12 38 0 0 0 0 2 10 14 48

看護専門学校 12 86 12 60 6 5 23 52 53 203

その他（通信課程） 8 14 4 8 0 0 3 6 15 28

現場研修・ヘルパー 4 21 0 0 0 0 0 0 4 21

合計 36 159 16 68 6 5 28 68 86 300
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８．その他目的達成に必要な事業

公　益　事　業 実　施　内　容

会員に対する弔慰金、見舞金の贈与
傷害保険加入
看護功労者表彰等

弔慰金　7人　　火災見舞金　1人　　水害　1人
傷害保険加入　16,500人
新潟県看護協会長表彰受賞者：183人
日本看護協会長表彰受賞者：4人

（五十嵐　直子・古俣　ひろみ・中川　光子・吉井　靖子）

法　人　事　業 実　施　内　容

組織運営

組織強化

広報活動

会館維持管理

通常総会：6/12（水）　会場：新潟グランドホテル
　　出席者数：424人、委任状12,451人
理事会：6回
業務執行会議：12回
支部長会議：2回
看護管理者情報交換会
　　　　開催日：9/11　　参加者76人
新潟県看護歴史編纂委員会　3回
日本看護協会との連携　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　代議員研修会開催　5/18　新潟県看護研修センター
　　日本看護協会通常総会　6/6
　　　　開催場所：函館アリーナ　 代議員16人
　　全国職能別交流集会　　6/7
　　　　開催場所：函館アリーナ
　　日本看護協会理事会：地区理事として会長出席5回
　　中央法人会員会：会長出席4回　　
　　地区別法人会員会　群馬県で開催　10/7～8
　　日本看護協会諸会議への出席　　　　　　　　　
　　　　全国職能委員長会（各職能）　　1回　　
　　　　地区別職能委員長会（各職能）１回
　　　　他担当者会議等　　　　　　　16回
他団体への理事・役員・委員就任　　　　　　　　　　　　
会員の拡大（会員獲得目標：16,300人）
　　　令和元年度会員数16,286人（内男性1,468人）
支部集会への出席：11支部（会長・副会長・専務・常務理事が出席）
看護大学・看護学校の卒業式、入学式、戴帽式、継灯式への出席
他団体協議会等への出席
協会入会案内
ホームページの活用
看護研修センター　　外壁改修工事

６．新潟県看護研修センターの管理及び運営に関する事業（収益事業）

事　業　項　目 実　施　内　容

会館貸付事業 会館貸付件数
内部研修会・会議等：1,066件　　外部団体会議等：134件

７．奨学金貸付事業（収益事業）

事　業　項　目 実　施　内　容

奨学金貸与 奨学金貸与　 9人
奨学金返済　 9人
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令和2年度公益社団法人新潟県看護協会役員等の改選（案）

第三号議案

１　役　員
　　役員について下記一覧表のとおり提案する。

役　員 氏　名 施　　設　　名 新・現 任期 職　種 役職（候補）

理　事

斎　藤　有　子 新潟県看護協会 現 2年 保健師 会 　 長
太　田　昭　子 新潟県看護協会 現 2年 保健師 専 務 理 事
五十嵐　伸　子 個人会員 新 2年 看護師 常 務 理 事
佐　藤　志津子 済生会新潟病院 新 2年 助産師 助産師職能理事
河　内　　　学 黒川病院 新 2年 看護師 看護師職能Ⅱ理事
大　滝　きくみ 村上市役所山北支所 新 2年 保健師 支 部 理 事
高　橋　みはる 県立リウマチセンター 新 2年 看護師 支 部 理 事
中　條　恵　子 県立松代病院 新 2年 看護師 支 部 理 事
猪　俣　敏　子 厚生連柏崎総合医療センター 新 2年 看護師 支 部 理 事
名　越　ミサ子 とやの中央病院 新 2年 看護師 支 部 理 事

監　事 鈴　木　光　江 個人会員 現 2年 看護師 監 　 事

２　推薦委員
　　推薦委員について下記一覧表のとおり提案する。

役　職 氏　名 施　　設　　名 新・現 任期 職　種

推薦委員

下　村　春　美 魚沼市役所堀之内庁舎 新 1年 保健師
東　　　智　子 県新潟地域振興局健康福祉部 新 1年 保健師
早　見　恵　子 新潟大学医歯学総合病院 新 1年 助産師
村　松　千代子 厚生連柏崎総合医療センター 新 1年 助産師
田　中　京　子 白根大通病院 新 1年 看護師
高　崎　　　譲 新潟信愛病院 新 1年 看護師
星　野　智　子 長岡保養園 新 1年 看護師
野　地　利　子 介護老人保健施設いっぷく2番館 新 1年 看護師

令和3年度公益社団法人日本看護協会通常総会代議員・予備代議員候補者（案）

第四号議案

支　　部
代　　　議　　　員 予　備　代　議　員

氏　　名 職種 所属施設名 氏　　名　 職種 所属施設名
村 　 上 佐　藤　恵津子 看 肴町病院 川　崎　昭　子 看 厚生連村上総合病院
新 発 田 松　井　弥　咲 看 県立リウマチセンター 廣　瀬　那美香 看 県立リウマチセンター
県 　 央 高　橋　晴　枝 看 県立燕労災病院 佐　藤　昭　子 看 県立燕労災病院

長 　 岡
倉　品　和　美 看 見附市立病院 栗　山　　　史 看 見附市立病院
斎　藤　優　子 准 悠遊健康村病院 小　川　由　香 准 悠遊健康村病院

う お ぬ ま 櫻　井　忠　典 看 五日町病院 福　崎　広　子 看 齋藤記念病院
十 日 町 本　山　真　子 看 県立十日町病院 水　落　佳　美 看 県立十日町病院
柏 　 崎 杉　田　　　悟 看 柏崎厚生病院 安　藤　　　悠 看 柏崎厚生病院
上 　 越 佐　藤　美喜子 看 新潟労災病院 丸　山　早　苗 保 妙高市役所
佐 　 渡 三　好　君　江 保 佐渡市立両津病院 鈴　木　幸　子 看 佐渡市立両津病院
新 潟 東 古　俣　健　一 看 猫山宮尾病院 後　藤　由　美 看 厚生連豊栄病院
新 潟 西 阿　部　弘　子 看 済生会新潟病院 佐　藤　沙　織 看 佐潟公園病院
理 　 事 定　方　美恵子 助 新潟大学医学部保健学科 五十嵐　直　子 保 新潟県看護協会
理 　 事 青　柳　玲　子 保 新潟県看護協会 五十嵐　伸　子 看 個人会員
理 　 事 中　山　豊　子 看 新潟県看護協会 佐　藤　志津子 助 済生会新潟病院
理 　 事 星　野　明　子 保 県三条地域振興局健康福祉環境部 青　木　洋　子 看 県立新発田病院

代議員及び予備代議員候補者について下記名簿のとおり提案する。
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公益社団法人新潟県看護協会会費（定款細則）の改定について（案）

第五号議案

　超高齢・多死社会や新たな感染症への対応等、新潟県看護協会には県民の健康・福祉の向上のため、看護職の教育研
修内容の充実や勤務環境の改善にさらに取り組むことが必要である。
　一方、当協会では、平成17年度に会費を4,000円から5,500円に値上げして以来実質的な会費の変更を行っていないが※、
その後平成24年の当協会の公益法人化、平成26年4月の消費税率8％への引き上げ等の情勢変化により運営経費は増加し
ている。
　このため、給与改定の見送りや事務機器の更新延期、旅費日当の見直しなど内部管理経費の削減、講師謝礼の見直し
や研修受講料の値上げ等により、収支の改善に努めてはいるが、運転資金に余裕が無くなるなど経営が逼迫している。
　このような中、今後も会員サービスを持続的に提供するためには、老朽化した看護研修センターの修繕、消費税率
10％への引き上げ、働き方改革で求められる非正規職員の労働条件の見直し等の影響により、経費の増加が避けられな
い一方、社会の変化に対応し、看護協会の活動をさらに充実、活発化させるため、次のとおり会費の額の変更について
提案する。
※　 平成24年度に、会費を5,500円から6,000円に変更したが、これは公益法人化に当たり、支部で徴収していた会費を

県協会の会費に一本化したものである。

１　提案内容
　　公益社団法人新潟県看護協会の会費を6,000円から7,500円とする。
２　会費改定の実施時期
　　令和3年度の会費から実施する。

（参考）都道府県看護協会会費の状況

会費の額（円） 協会数 協　　会　　名

10,000～ 10
北海道、岩手県、山梨県、和歌山県、鳥取県、島根県、広島県、山口県、
徳島県、高知県

9,000～10,000未満 4 山形県、福井県、奈良県、長崎県

8,000～ 9,000未満 6 宮城県、兵庫県、佐賀県、大分県、宮崎県、沖縄県

7,000～ 8,000未満 7 青森県、岐阜県、滋賀県、岡山県、愛媛県、熊本県、鹿児島県

6,000～ 7,000未満 11
秋田県、福島県、埼玉県、千葉県、神奈川県、新潟県、富山県、石川県、
長野県、京都府、香川県

5,000～ 6,000未満 9 茨城県、栃木県、群馬県、東京都、静岡県、愛知県、三重県、大阪府、福岡県

計 47

公益社団法人新潟県看護協会定款細則改正　新旧対照表

改　正　前 改　正　後

第４章　会費及び入会金
（会費）
第10条　会員の会費は１カ年6,000円とする。
　２　　（略）

第４章　会費及び入会金
（会費）
第10条　会員の会費は１カ年7,500円とする。
　２　　（略）

 附則
　この改正は、令和3年度の会費から適用する。
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会員登録「ナースシップ」よりお知らせ

登録内容に変更があった場合は、下記のいずれかの方法で届出をお願いします。
①キャリナースから変更。
②「会員データ変更届」（新潟県看護協会HPよりダウンロード可）を新潟県看護協会へ郵送またはメール
（info@niigata-kango.com）、FAX（025-266-1199）。

③所属変更により会費納入方法が口座振替になる方は、「都道府県看護協会・日本看護協会入会申込書/会
員情報変更届」または「キャリナース」より口座情報の登録をお願いします。

訪問看護推進課より

・令和２年度精神科訪問看護研修会は、開催予定R2年４月10日（金）～12日（日）をR3年３月19日（金）
～21日（日）に変更しました。

・令和２年度「訪問看護従事者研修」（実践編）スキルアップコースについて、４月～６月は開催中止と
なりました。

　なお、７月～10月は開催予定です。詳細はHPをご覧ください。

教育研修課より研修の案内

○下記の研修は日程を変更し実施します。詳細はHPをご覧ください。（７月にアップ予定）

研　修　名 開　催　日
P14　看護の将来ビジョンと医療政策 2021年２月６日（土）
P14　認知症対応力向上研修（３日間） 2021年２月16日（火）・25日（木）・３月１日（月）
P18　小論文・レポート・報告書の書き方 2021年２月24日（水）
P20　メンタルヘルス（新人編） 2020年11月17日（火）

研　修　名
P22　DVD都道府県看護協会における継続教育のプログラム開発 今後の研修の進め方検討のため2020年度の提供が一旦中止
P24　医療安全管理者養成研修 神戸研修センターでの集録が中止の為
P24　公開講座　質管理Ⅱ安全管理（No62） ４月にHPアップ済み
P24　特別講義・問題解決（No63） 認定看護管理者教育課程公開講座を中止とします。
P26　セカンドレベル ４月にHPアップ済み

○下記の研修は中止となります。詳細はHPをご覧ください。

ナースセンター課より

　「看護師等の人材確保の促進に関する法律」の改正により、保
健師・助産師・看護師・准看護師の免許をもち、病院等の職場を
離職した場合などに、都道府県ナースセンターへ氏名や連絡先な
どを届け出ることが努力義務となりました。（平成27年10月～）
　〇令和元年度届出登録数 504人
　〇新潟県の届出総数 2188人（開始～令和２年3月31日現在）

看護師等の離職時等の届出制度ご存じですか？ 退職時、ナースセンターへ
届け出てください

※詳細はQRコードまたは「とどけるん」


